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論文
河上肇と関西大学
? ?
四 郎
I 河上肇と大阪，関西大学と京大
1986(昭和61)年は河上癒(1879-1946)の歿後40年にあたり， かつ河上螢全集
（全36巻）の完結した年でもあるので，この二つを記念して，河上肇記念会では，
この年に京都と大阪で講演会を開催した。私はその会の世話人代表として， 5 
月10日に京都で開かれた会では講演し， 5月24日に大阪の梅田（好文倶楽部）で
開かれた会では挨拶した。大阪での挨拶で私ば河上肇と大阪との関係について
つぎのようにのべた。
「·…••それから，大阪の地でこういう催しをいたしましたということについ
て一言申し上げます。
確かに，郷里の山口，それから彼が青年時代の10年間を送り，また後半生に
獄中生活を含めて十数年を送った東京，それから京大時代と晩年とに生活した
京都，この山口と東京と京都というのが河上肇にとって一番ゆかりの深い場所
であります。しかし近畿二府四県の中で，京都を除けば大阪が彼にとって一番
関係がふかい土地，いなおそらく全国的に見ても，上記の三つについで大阪が
第 4番目に河上とゆかりのふかい土地でございました。
例えば，河上は1910(明治43)年から1913(大正2)年に留学するまでの数年間，
京都市吉田町の自宅—彼は京都帝国大学法科大学の助教授でした―から，
当時大阪の福島にありました関西大学に非常勤講師として週一回出講してあり
ました。多分その頃の交通機関では二時間ぐらいはかかったのではないでしょ
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うか。関大の記録によりますと，彼は英文経済学，今でいえば英語経済書講読
を担当しておりました。福島学舎での講義は夕方から行われていましたが，た
またま河上の講義をきいた学生が河上にあてて出した質問の手紙と，それに対
して答えた河上の返信とが最近発見されました。その事が今朝の大阪朝日新聞
に大きく報道されたことは御承知の方もあるかと存じます。
この手紙は，それほど長いものではありませんが，いろいろの意味で大へん
面白い手紙でございます。自分が講義した価値論や貨幣論について学生が真剣
に疑問をもって手紙を送ってきたことを河上は多としているが，自分はちょう
ど学年末で諸学校での試験の答案が山積していってすぐに返事することはでき
なかった，今やっとその仕事が片づいたのでおくればせながら返事するという
まえおきの後，学生の疑問にこたえる手紙を大正 2年 7月28日づけで出してい
ます。河上は大正 2年の10月に神戸からヨーロッパヘ留学の旅に出るわけで，
その出発準備にも忙しいこの時期に，彼は懇切に学生への手紙をしたためた，
そのことに河上の教育者としての特色がよく出ているように思われます」1)0 
私はそのあと，河上と大阪との関係として，大正時代には高野岩三郎が所長
で大阪に設立された大原社会問題研究所に河上がいろいろなかたちで関係した
こと，また大阪朝日新聞の客員となって「貧乏物語」など多くの文章を同紙に
寄稿したこと，昭和になると大阪の四貫島にできた労働学校に出向いてプロレ
タリア経済学の講義をしたこと，昭和 3年に創立された大阪商科大学に彼は直
接関係はしなかったが，彼の同僚であり同郷の親友だった河田嗣郎が初代の学
長となったこの大学に関心をもち，河上の弟子の多くがそのスタッフとなって
この大学のリベラルな学風の形成に貢献したことなどをのべ，最後に「そうい
ういろいろな意味で，彼は大阪の教育界やジャーナリズムや労働運動にかかわ
りを持ったわけですから，本日この大阪の地で彼の講演会を開くことに，私は
非常に大きな意味を見出しているわけでございます」と私の挨拶を結んだ。河
1) 杉原四郎「河上肇と大阪一~ り一~ 『河上肇記念会会報」第24
号， 1986年 9月， 38ページ。
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上肇と関大の学生との往復書簡は，次節でくわしく紹介することにしよう。
1886(明治19)年に， つまり河上肇の 7歳の時に創立された関西法律学校でど
んな経済学が講義されたかについて，私はこれまでたびたび本誌に書いてきた
が叫関西法律学校が 1905(明治38)年に関西大学に改称されてからそこでどん
な経済学が講義されるようになったかについてはほとんど触れなかった3)。本
稿でそのことをはじめてとりあげたい。
関西法律学校は， 1901(明治34)年に私立関西法律学校に改称， 1903(明治36)年
に江戸堀の校舎にうつり，また専門学校令による専門学校として認可された。
そして翌1904年には法律学科とならんで経済学科が創設された。こうした経過
をへて，私立関西法律学校は 1905(明治38)年 7月に社団法人私立関西大学に改
称し，大学科（法律・経済の二学科）， 大学予科および専門科（法律・経済の二学科），
を設置した。そして翌年北区上福島に新学舎が竣工されるとともに，大学科と
専門科とに法律・ 経済とならんで商業学科が増設されたのである。
関西大学経済学科の課程表4)をみると， 全体として法律関係の科目が多く，
経済学関係の科目はわずかに二科目，すなわち経済学と財政学の二つにすぎな
2)杉原「関西法律学校の経済学講義」，『経済論集」第19巻第4~6号， 1969年10月， 12
月， 1970年2月，「関西法律学校の経済学購義をめぐって」，同第20巻第2号， 1970年
7月，「『経済叢話」と関西法律学校」，同第26巻第1号， 1976年6月，「関西法律学校
校主吉田一士」，同第26巻第4・5合併号， 1977年1月， 「関西法律学校と経済学」，
同第36巻第2・3・4合併号， 1986年1月。これらは最後のものをのぞき私の『西欧
経済学と近代日本」および「日本経済思想史論集」（ともに未来社）に収録されてい
る。
3)わずかに「西欧経済学と近代日本」の101-103ページに若干論及している。
4) 「関西大学百年史」通史編上， 1986年， 241ページ。なお法律学科の課程表を見ると，
この経済学科に出てくる経済学関係の 7科目は全部法律学科にもあるが，経済学通論
だけが必須科目で，他の6科目はすべて選択科目としておかれている。同 240ページ
参照。なお商業学科の課程表は経済学科とくらべて法律関係の科目がずっとす．くなく
なり，商業学，辮記，東洋経済事情，商品学，商業地理など，実用的な科目が多くな
らんでいる。経済学は，第1学年で原論，貨幣及信用があわせて 4時間、第2学年で
農業政策，工業政策があわせて 2時間，第3学年で商業政策，殖民政策および銀行政
策があわせて 4時間講義されることになっていた。同上274ページ。
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い。ただし経済学は，第一学年に経済学原論が合せて毎週 5時間，第2学年で
経済政策と金融論が合せて毎週 6時間，第 3学年で外国貿易論と銀行為替論と
が合せて毎週6時間講義されることになっている。財政学は第 3学年に毎週2
時間あるだけである。この他に選択科目の中に科外講義というのが各学年にお
かれている。
それではこれらの講義は誰によって担当されていたのであろうか。 1904C明
治37)年10月 1日調の経済学科の担当表5)によると， 29名の講師のうち25名が
法律関係の科目を担当し， つぎの 4名が経済学関係の科目を担当している 6)。
経済原論，貨幣論 法学士伊香賀矢六
経済政策 法学博士田島錦治
財政学 法学士財部静治
銀行為替論 法学士田代 循
ところで関西法律学校は開校以来大阪の控訴院や裁判所に勤務する法官によ
って主たる講義が行われていたが，この点は明治20年代を通じてかわらなかっ
た。 したがって大阪司法部の人事異動にともなって講師陣も変動があり， こ
の点は本校の教育にとって一つの問題点となっていた。ところが 1897(明治30)
年に京都帝国大学が設立され， 1899(明治32)年に従来の理工科大学に加えて法
科大学が創設されると，関西法律学校は京大のスタッフを講師にむかえること
ができるようになり，それによって教学上の充実度が高まった。この点につい
て『百年史』はいう，「明治32年11月には，京都帝国大学教授法学博士井上密・
同織田萬・ 同岡松参太郎，ついで翌年 9月には，同高根義人， 10月には同田島
錦治， 34年9月には同千賀鶴太郎を，また36年には同勝本勘三郎を講師に招聘
5) 「関西大学百年史」通史編上， 242-244ページ。なお明治37年度の入学生は，法律学
科約370名，経済学科約80名であった。同上244ページ。
6)明治37年7月に関西法律学校は一般市民向けの法律経済講習会を一ヶ月開催したが，
その中の経済学関係の講義は，経済原論と応用経済学を田島錦治と伊香賀矢六とが，
また外国貿易論，銀行論，為替論を田代循が担当した（『百年史」 248-249ペー ジ）。
伊香賀と田代は京大の教員ではない。
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することができた。これらの人々は，いずれも海外留学を終えて気力の充実し
た法学者であり，学生たちの勉学熱に一段の活力を与えるところとなった」7)0 
ここに名前の出ている人々は東大出身の法学者であるが，田島錦治 (1867~
1934)のみは経済学者で， 東大卒業後1900(明治33)年京大教授となった。京大
法科大学における経済学関係のスタッフの中心人物で，その著『最近経済論』
（有斐閣， 1898年）は当時の代表的な経済原論の著書として広く読まれ， 5年後の
明治36年には第11版が出ている。その田島が明治33年以来関西法律学校の講師
となり，経済学科や商業学科の創設にあずかった。田鳥の東大での後輩である
財部静治（専門は統計学）が関西法律学校の講師になるのは 4年おくれて明治37
年10月であり，河上縦がおそらく先輩の田島錦治の紹介で関西大学に出講する
ようになるのは，それよりさらに数年おくれて明治43年のことであった。つま
り河上箪と関西大学との出会いは，このような京都帝国大学法科大学と関西大
学との間の緊密な人的結合関係の中で生じたわけである。
河上肇は明治35年に東京大学法科大学の政治学科を卒業し，大学院に進んで
経済学を専攻するが，大学にポストが得られず，経済原論， 日本経済思想史，
農政学などを研究するかたわら，『読売新聞』の記者として， また『日本経済
新誌』の主筆と、して，ジャーナリズムの世界で活躍するが，その才能を京大教
授の戸田海市に認められ，戸田の推薦で京大の講師のボストを得，明治41年 9
月に東京から京都に移る。京大にきた当初は経済史や経済学史や政治学など，
大学の事情で種々の講義を持たされていたが，明治42年『人類原始ノ生活』を
出版して助教授に昇進し，その頃になって漸く住所の京都にも勤務先の京大に
も落ちついた。つまり河上は，明治43年ごろになって大阪の関西大学に出講す
ることに余力を割きうるようになったのであった。
7)同178ページ。『百年史」はつづけて，こうした京大教授の人々を関西法律学校に招聘
することにあずかって力のあったのは彼らと東京帝国大学で同窓であった松村敏夫
（講師，教務評議員）であったこと，京大教授に限り購義料を 1日5円という特別の
高額としたことをしるしている。
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I 関西大学講師河上肇，学生との往復書簡
関西大学講師としての河上の業績を，当時のとぽしい資料からうかがうと，
つぎのような諸点が知られる。
1. 『関西学報」（関西大学校友会発行，第1号，明治43年12Jl)は第 2号（明治44年
12月）よりその「雑報」のところに当該学年の試験問題をのせているが， そこ
から河上肇のところをひろい出すとつぎのごとくである。
ィ，英文経済学（大学部1, 2学年共通）
左ノ文字ヲ解読スベシ
Labour is either bodily or mental; or, to express the distinction 
more comprehensively, either muscular or nervous; and it is necersarly 
to include in the idea, not solely the exertion itself, but al feelings 
of a disagreable kind, al bodily inconvenience of mental annogance, 
connected with the employment of one's thought, of muscules, or 
both, in a particalar occupation8l. 
ロ，英文経済学（大学部2, 3年共通）
(1)固定資本及ビ流動資本ノ区別二関スルアダム・スミスノ説ヲ解説批評シテ
カール・マルクスノ可変資本及ビ不変資本ノ区別二論及スベシ9)。
(2)事業ソノモノノ性質二依リ・テ勢賃二異同ヲ生ズ）レ原因二関ス）レアダム・ス
ミスノ説ヲ解説批評スベシ。
ハ，経済原論（商業科・経済科共通）
(1)利子歩合決定ノ理法
8), 9) 『関西学報」第2号，明治44年12月， 35, 41ペー ジ。 この試験問題から河上が
講義ですでにマルクスをとりあげていたことがわかるが，関大にのこっている河上の
写真一一それは明治43年度の卒業記念アルバムで， 河上の講義風景がうつつてお
り，黒板に K.Marx, Das Kapitalと書かれている一からもそのことが確認され
る。
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(2)一般物価（貨幣ノ購買力）決定ノ理法10)
二，経済原論（商業科・経済科共通）
(1)需要供給ノ原則ヲ説明スベヽン。
(2)銀行ノ預金ハ現金預入ナクシテ増加スルモノナリヤ11)。
Sl 
2. 明治44年11月5日関西大学学友会秋季講演大会が中之島公会堂で開かれ，
三人が講演したが，河上肇が講師の一人として「矛盾卜調和」と題して講演し
t~12) 
~0 
3. 「関西学報」第2号は巻頭の論説として河上肇「学理ハ凡テ俵定二立ツ」
をかかげている叫
4. 明治45年 5月1日関西大学第 1講堂で商業科経済科討論会が開かれた。審
判者は本学講師三人がこれに当たり，河上肇はその一人で，かつ討論の題目は
河上肇が出題した「マルサス人口論嘗否」であった14)0 
こうして見ると， 河上は自分の担当している科目を講義しているだけでな
く，当時の関西大学の学生に対し種々の関係をもっていることがわかる。これ
は河上の教育者としての熱意のしからしむるところであるが，学生の一人と書
簡をとりかわしたこともまた同じ事情から発したものといえよう。
さきに紹介した私の挨拶でふれたように， 1986年 5月24日づけの朝日新聞
（大阪版）の朝刊は，「若き河上肇の姿ほうふつ，学生の疑問答える手紙，価値論
10) 「関西学報」第3号，大正元年12月， 42ペー ジ。
11) 「関西学報」第 4号，大正2年， 50ペー ジ。
12) 「関西学報」第2号， 49ページ。ここには「河上学士ノ講演ハ本誌二登載ノ予定ナリ
シモ速記補正ノ遅シニ為メ遺憾ナガラ登載スルヲ得ザリシ」 と書かれている。「矛盾
ト調和」という同じ題名で河上は1911(明治44)4月沖縄で講演した。全集第5巻に
収録。
13) 「学理ハ凡テ俵定二立ツ」は「京都法学会雑誌」第5巻第 2号（明治43年2月）にの
ったものの再録である。全集第5巻に収録。
14) 「関西学報」第3号， 57ページ。河上肇はその頃マルサ‘スの人口論の研究に従事して
いた。杉原「河上肇の初期の経済学史講義」， 関西大学「経済論集」第23巻第4・5
合併号， 1976年9月（『日本経済思想史論集」に収録）参照。
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やさし<, 73年目に発見」という大きな見出しで， 河上榮が 1913(大正2)年に
関大生吉長正好へ出した手紙が， 「吹田市内の苦学生の長男宅で見つかった」
ことを紹介している。吉長正好は関大から中央大学に進み，松本蒸治（東大の商
法の教授， 1925年から1928年まで関西大学学長）の宅に寄寓して，そこの法科を1915
年に卒業， 1931年弁設士となって大阪で活躍した人である 15)。今度彼の長男吉
長正文氏が発見された手紙は，吉長正好が1913年 6月9日に河上あてに出した
ものと，それに対し同 7月28日づけで書かれた河上肇の返信である。この書簡
の内容については， すでに上掲の朝日新聞に紹介があり，『閃西大学百年史」
（通史編上）にもとりあげられている16)が，ここでその全文を紹介しておく。
まず吉長正好の手紙は，おそらくその頃彼がつとめていた尼崎汽船部の便箋
三枚につぎのように書かれている。
粛啓
永く先生の御熱誠なる御蓮陶を相受け申候事幾重にも御礼申上候。唯不敏な
る鯨生其中ばをも領得する能はざりし事深く謝罪仕候。提て御多用中誠に恐縮
至極に奉存候へども，左の事項に付き疑を抱き居り申候次第，若し御寸暇も御
座候へば御高教を仰ぎた＜候。
ー，価値なる語は諸種の学問に使用せられ居るものなるも，経済学上に於て
所謂価値とは貨幣にて評量したる場合の価値にして，世間にて用ゐらるヽ価値
の或一種に属するものなりとは，価値の意義に関する先生の御意見の様曽て承
り申候慮，其後貨幣の交換価値，即ち一般物価決定の法則の章に於て，貨幣の
15)吉長正好は東京時代に小泉侶三と親しく交わった。小泉信三全集第25巻上（文芸春秋
社， 1972年）には小泉信三の吉長あてのi918年1月30日づけの手紙が入っているが，
それは吉長から小泉に河上旅の文章ののっている大阪朝日新聞をおくったことに対す
る返信で，小泉は「早速一誤大に感心仕候。…小生は常に河上氏の論旨に賛成するも
のには無之候へども，其文章は何時も愉快に一読致候」と省いている。吉永が親友に
河上の文章をおくったごとは，関大をはなれた後も彼が河上に対する敬愛の念をもち
つづけていたことの一証左とも見られよう。
16) 「関西大学百年史』， 300ペー ジ。
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交換価値とは貨幣以外の財にて秤量したる貨幣の価値の事にて，換言せば一定
量の貨幣が他の一般の財を購買し得る力即ち貨幣の購買力の事なりと御講義な
し下され候様に存じ居候。
右につき種々考敷代候虞，経済学上に於て使用せらる>価値なる言葉にも矢
張り二様の意味ある様に上存申候。即ち一般の貨物（貨幣外の）に対して謂ふ場
合と貨幣に対して用ゆる場合と其意義を異にするものかと存候。果して然るや
否や，若し然らずとせば，両語の意義は如何に解して宜敷候哉。希はくば一日
も早く此疑問を氷解せしめ下された＜候。闊礼のだん御海容被下度候。
六月九日
関西大学法科学生 吉長正好拝
河上先生足下
これに対する河上墜の返書はつぎの如くである。
拝復御書面頂戴の嘗時は各学校の試験答案の調査にて多忙を極め居りし為，
直ちに御返事致すことを不得，失礼致候。今日延引ながら略答申上候。
御尋の儀は，貴兄の如く御解釈なされて候て差支無御座候事と存候。併し貨
幣の価値を研究するといふは，実は一般物価を研究する事にて，而して一般物
価は即ち一般の財の価値を貨幣iこて秤量したる場合に起る現象ゆへ，詮じつむ
0 0 0 0 
れば経済学にては貨幣にて秤量したる場合の価値のことは直接の研究題目とは
せざる者かと存じ候。乍延引貴答まで如此御座候，勿々不一
七月二十八日 ・ 河上肇
吉長正好様侍史
なおこの手紙の封筒には，表に「大阪市北区西野田16町707番地 井上健蔵
様方吉長正好様侍史」とあり，裏に「京都市吉田町宗忠神社二河上肇」
とある。消印の日付は2,7,31である。
この手紙のやりとりから，吉長が聴いた河上の講義が何であったかを推察す
ることはむつかしい。河上が担当していた英文経済学は経済学科のもので法律
学科にはおかれていないから，吉長はそれを聴いたのではなかろう。とすると
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法律学科におかれている経済学に関する科目のうちのどれか，たとえば経済学
通論を聴いたのではないかとも思われる。河上は 1912(大正1)年の夏京大で経
済原論の講演を行い，その筆記に加筆して1913年『経済原論」を刊行した。そ
の内容は第 1章緒論から第4章貨幣及び一般物価に及ぶもので，緒論では「経
済価値ノ本質」が説かれ，第4章では「貨幣ノ交換価値即チ一般物価決定ノ法
則」が論じられている。吉長の河上への質問から察するに，河上は『経済原
論」にもられている内容を関大でも講義したのではなかろうか。京都から遠路
大阪まで出講してくるのだから，英文経済ー科目だけを担当するのでなく，も
う一つ別の科目を担当することも，決して無理なことではないであろう。
河上の手紙の中に「各学校の試験答案の調査にて多忙を極め……」とある
が，これについて想起されるのは，河上が櫛田民蔵あてに出した1912年11月20
日づけの手紙の中に「一週18時間の労働者には余裕と申すもの無之」としるさ
れていることである17)。河上は後年これにつぎのように注記している。
「私にとっては「一週18時間の労働者』といふ文字が眼に着く。当時私は本
職の外に私立学校の方へも大分の時間内職に出掛けて居たものと見える。どこ
どこへ出て居たものかはっきりした記憶はないが， 多分大阪の高等商業学校
（今の大阪商科大学の前身）， 大阪関西学院（今の関西大学の前身）， 京都の立命館大
学などであったろう。欧州留学から帰朝して教授に任ぜられた後は，私は一度
も私立学校の講義を受持ったことはなかった」18)0 
関西学院を関西大学の前身としているのは河上の誤認であるが，それはとも
かく，河上は留学中に法学博士となり， 1915年に帰朝後間もなく教授に昇進す
るが，この注記の通り，その後私立大学から講師の依頼があってもそれを断っ
た。関西大学からの依頼についても同様である。そのことに関する資料が最近
みつかったので，つぎにそれを見ることにしよう。
17)河上肇全集，第24巻， 19ページ。
18)同20ページ。河上は大阪高商へも明治43ー 大正2年の間出講していた。
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皿 河上の関西大学への出講辞退とその後
関西大学で最近河上肇の垂水善太郎あての書簡が一通発見された。 1915(大
正4)年 7月29日づけのものである。垂水善太郎(1865-1938)は明治24年に関西
法律学校を卒業後母校の幹事として教務を担当，江戸堀校舎や福島学舎の建設
にも尽力した。京都帝国大学や神戸高商のスタッフに出講を依頼することも彼
の重要な業務であった。河上肇は 1915(大正4)年2月に留学から帰ったが， そ
の河上に垂水はひき続き関西大学に出講し，秋の新学年から経済原論を担当す
ることを依頼した。以下に紹介するのはそれに対する河上の返書である。
拝啓 芳墨拝見致候。猶昨日は田島博士に面会，同博士よりもお話承り申候。
既に申上し如<, 小生は今年は私立学校へは何虞へも出勤致さざる方針に
て，豫ねてより右様決心致居候事なれども，折角の仰ゆへ，更に再考を重ね候
ヘ共，依然として可相成ば御辞退仕度決心致居候。多分財政学は神戸博士御擁
任の事かと存候。然らば同博士に原論をも御願ひ下され候へば如何と存居候。
小生は御承知の如く当地大学にても経済原論は受持ち居らず，殊に本年は貨幣
論，交通政策等新規の課目をも引受致故，此上更に貴大学の為め原論の講義案
相起し候事は非常の負櫓にて，既に再考相重ね候へ共，とても耐え得ざるべく
と存候。もし神戸博士御引受無之候はば，小川博士に御依頼下され度，又小川
博士御承諾無之候はば，津村博士は如何に御座候や。当地大学にては河田君御
帰朝の為め，山本君の時間も半減致し，且河田君も割合にお暇の事と存候故，
津村君捷任の政策論を他へ御廻しなされて津村君に原論御依頼の事も相叶可申
と存候。御都合も可有之と存じ不取敢右申上候 勿々不一
七月二十九日 河上肇
垂水学台侍史19)
この手紙はいろいろなことをわれわれに教えてくれる。まず第 1に，河上が
19)この手紙に出てくる人物のうち，田島は田島錦治，神戸は神戸正雄，小川は小川郷太
郎，河田は河田嗣郎，山本は山本美越乃でいずれも京大の教授（山本のみ助教授）で
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再考の末に関西大学への出講を辞退したことである。助教授時代にはいくつか
の学校に出講していた河上が帰朝後他校への出講をやめる決心をしたのは，手
紙に書かれているいくつかの理由の他に， 教授となったことへの責任を痛感
し，京大での研究と教育に専念したいと思ったからかもしれない。教授昇進に
よる収入の増加でアルバイトに出る必要が弱まったからかもしれない。さらに
新聞や雑誌への評論の寄稿に力を入れたいという意向のせいかもしれない。お
そらくこのような理由が重なって彼にそうした決心をさせたのではないかと思
われる。第2に河上は関西大学からの依頼を結局は断るのだが，その場合簡単に
返事してしまうのでなく，いろいろ配慮をして自分の誠意をしめしている点が
印象的である。河上は田島錦治にも相談し，垂水の懇請に対し慎重に再考し，
その上で辞退の返事をした。しかも自分の辞退で関西大学が困ることのないよ
ぅ，いくつかの方策を示唆し，経済原論の担当者を求めやすいよう心配してい
る。このことは河上が関西大学に対して特別の親近感をもっていたことのあら
われとも解せよう。明治の末から大正初めへの数年間の関大への出講が彼に好
印象をのこしていた—吉長正好のような真目面な学生との出会いも十分その
一因でありえたと思われる一と考えてもよいのではなかろうか。ともあれこ
の手紙を最後に，河上肇と関西大学との直接の関係は了ることになるのである。
それでは河上肇と関西大学との間接の関係はどうかとなると，たとえば辰巳
経世(i899-1941)の業績が思いうかぶ。辰巳は関西大学専門部の経済科の出身
で，学生時代から「資本論」をよんでいた。 1923(大正12)年関大の専任講師，
翌年関大第 2商業教諭となり， 1930(昭和5)年に講師と教諭を解任されるまで
マルクス主義的な講義をした。辰巳が河上肇の著作から大きな影響をうけたこ
とは確実で20), マルクス主義者になってからの河上の思想は，この辰巳の講義
あり，津村は津村秀松で神戸高商の教授であった。なお河上の留学中経済原論は河上
の弟子の瀧正雄が担当していた。
20)葉武権次郎「辰已経世の年譜及び著作目録」（関西大学経済学会『経済学会報」第3
号， 1982年）によれば， 1933(昭和8)年7月7日付「大阪朝日新聞」掲載の「獄中
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を通じて，大正末期から昭和初期にかけての期間関大生につたえられたといっ
てよいであろう。
またたとえば河上の京大時代に京大の法経図書室につとめていた天野敬太郎
が1948(昭和23)年関大の図書館につとめるようになり， そこで『河上肇博士文
献志」 (1956年）をまとめる。そしてその編集過程で天野と同じ1948年に関大経
済学部のスタッフとなった私が天野と親しくなり，河上に対する関心をふかめ
たのだが，その天野は編集顧問の一人として，私は編集委員の一人として，河
上肇全集に関係したということがある。全集完結を記念する記事が朝日新聞に
のったことが本稿の冒頭でのべた関大生と河上肇との往復書簡が世に出るきっ
かけとなったこと，そしてその書簡のことや本学と河上肇との関係を本学の学
生にも知ってもらいたいという願いをこめて本誌に私—私は河上肇の孫弟子
である一21)が本稿を書くということ自体もまた，関西大学と河上肇との間接
の関係の一つといえるかもしれない。
後記 本稿を草するにあたり，本学年史資料編集室の大場義之氏に資料面で
種々御教示をえたことを深謝する。また御所蔵の吉長・河上往復書簡の引用を
御快諾いただいた吉長正文氏，および吉長，垂水両書簡の解読に関して御教示
いただいた一海知義氏にも心から謝意を表したい。
の河上肇博士」の記事が辰已のスクラップ帳に保存されており，また1937(昭和12)
．年に辰已の友人木村繁夫は辰巳の自宅で河上肇から来たハガキが柱にヒ゜ンで止めてあ
ったのをみたという。
21)柴田敬「経済の法則を求めて』， 日本経済評論社， 1978年， 140ページ参照。
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